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24稲川地区 【水土里ネット稲川】

どろんこ学校12（先人に学び･農に学び･守り育てる･「地域の宝」）

当水土里ネットは先人が築き上げてきた農業水利施設を地域の宝として捉え、施設は地域住民全体の共有財産

であり、その意識の高揚を図っていくため、学校教育と連携した活動を展開することにより、児童やその親、祖

父母、地域住民等に農地・農業水利施設のもつ多面的機能を理解していただくとともに、近年問題になっている

農業水利施設へのゴミの投棄について啓発活動を行い、地域環境の保全に努めていきたいと思っている。

このため平成25年度から「ふるさと水と土」地域住民活動業務を県から受託し、支援を受けながら、稲川地域

の４小学校で田植えや稲刈りなどの農業体験を実施して、地域の方々に呼びかけ手植えや手刈りの仕方などを子

供たちに教える活動を行ったり、施設見学会を開催して先人が開削した農業水利施設や農業用水の大切さなどの

理解をうながす活動を行っている。

また、学校との連携が図られるようになったことから、ゴミ問題に子供たちの力を借り、ゴミ捨て防止標語コ

ンクールを開催し、優秀作品を看板にして地域に展示したり、土地改良区の広報誌に掲載し、地域住民にゴミ捨

て防止の啓発活動を行った。

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット稲川（阿部 進）

○活動の目標及び達成率 目 標 農業体験を通じ、地域の宝である子供や、農地・農業水利施設を守り、育てる。

達成率 95％

○活動に対する評価 ・学校教育との連携に資源保全会など地域の方々が関わることにより創造運動への理解が深まっ
ているように思う。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット稲川（稲川土地改良区）

後 援 ・ 連 携 湯沢市、湯沢市教育委員会、管内５小学校、２中学校、資源保全会、農事組合法人、その他

実 施 期 間 ５月27日～２月14日

参 加 者 管内５小学校、２中学校、資源保全会、農事組合法人など延べ1,235人

報 道 関 連 秋田魁新聞、朝日新聞、農業共済新聞

活 動 実 施 年 数 12年（Ｈ14年～）

連 絡 先 〒012-0105 湯沢市川連町字上平城120 稲川土地改良区 TEL．0183-42-2116

そ の 他 県土連会長奨励賞（Ｈ16、Ｈ18）県知事賞（Ｈ18）東北地方奨励賞（Ｈ16、Ｈ21）
東北地方大賞・21創造運動大賞（Ｈ22）

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ②運動の発展・拡大 Ａ

運動開始以来12年間、何千人の
子供達と交流し、協力していた
だいた方々も相当数に及ぶ。活
動にはマンネリ的な面もあるが、
子供達は毎年違い、最初の子供
達は20代半ばもうすぐ2世がどろ
んこ学校に入ってくる年代。継
続が重要と思われる。

①役職員・組合員の参加 Ｂ
役員が学校田を提供し、役員総
代など組合員も子供たちに教え
るため積極的に参加しているが、
組合員にもう一歩浸透が必要。

③運動の計画性 Ａ
施設見学会や出前授業で農業水
利施設や水土里ネットの役割な
どを理解していただいている。

②後継者育成の工夫 Ａ
水土里ネットの若い職員がコーディ
ネーターとして活動できるよう研修
を受講するなどしている。

４．運動の成果

２．活動の意味性について ａ．組織活性化 Ｂ
改良区の運営や事業の取り組み
には協力的だが、もう一歩組合
員に意識の向上を促したい。

①基本理念の設定 Ａ

理事会や総代会で創造運動の意
義を理解していただき「先人に
学び・農に学び・守り育てる
「地域の宝」」をスローガンに掲
げ取り組んでいる。

ｂ．地域農業 Ａ
事業を積極的に推進し、戦略作
物等の栽培に対応したほ場の整
備に努めている。

②地域の歴史等の伝承 Ａ

先人が苦労して開鑿した水利施
設など施設見学会や出前授業、
紙芝居を行うことで施設の大切
さを理解していただき、黒坂兵
右衛門翁顕彰会が設立されてお
り、毎年慰霊祭を開催したり、
リーフレットを作成し、教材の
一部として活用している。

ｃ．地域コミュニティー Ａ

水路維持用水が流雪溝用水とし
て利用され、農業用水が地域の
宝と認識されている。また学校
だより等の発信が地域に情報提
供している。

③運動の先駆性 Ａ
スローガンのとおり、地域の宝
（農業水利施設、お年寄りなど）
を活用し、地域の宝（子供たち）
を育成する活動を展開している。

ｄ．地域資源管理 Ａ
流雪溝用水、防火用水などとし
て利用されているため、自治組
織や消防団などの協力が広がり
を見せている。

３．運動の継続性・発展性 ５．今後の課題等について
・創造運動は着実に地域に浸透していると思うが、もう一
歩底辺拡大を図りたい。①運動の継続性 Ａ

職員数が少ないので、役員や資
源保全会、農事組合法人、地域
の方々などの協力を得ながら、
活用できる補助事業を取り入れ
て実践している。

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他




